








































































と North（1981＝1989）。また晩年のノースは，新古典派経済学の限界を認識し , より複雑な研究プログラム
を採用するようになったが，それでも方法的には「合理的経済人」モデルの修正にとどまるように思われる。
―162―



















































































































































































































































































































































































































（18） W.D. ハミルトンが 1964 年に提唱した学説である。本稿が参照したのは，大澤（2012：63-79），辻（2006：
55-120）。
（19） 互恵的利他主義は，ロバート・トリヴァースによって 1971 年に提唱された学説である本稿が参照したのは，
Trivers（1985＝1991）。
―172―
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千葉商大論叢　第 57 巻　第 2号（2019 年 11 月）
〔抄　録〕
　本稿は，筆者が既に発表している「人間モデル」を，人間諸科学の援用によって基礎付
けしようという試みである。ただし人間諸科学を援用する前に，すでに普遍モデルと主張
する「合理的経済人」に代表される方法論的個人主義と，人間諸科学の援用を嫌う社会構
成主義の両者を批判し，それに代わるものとして，「関係を志向する」本能を持ったヒト
というモデルが必要であることを主張した。また，人間諸科学（精神科学，脳科学）や社
会生物学の知見から，個体を素朴に考える方法論的個人主義と一切の先天的能力を認めよ
うとしない社会構成主義，のどちらも問題があることを確認した。
　さらに，これらの学問から，ヒトは利己的であることと，利他的であることの 2 つの矛
盾する性質を保持していることを導出し，さらにこれらのヒトの本性と筆者の人間モデル
（求心欲，勢力欲，遠心欲を保持するヒト）との突き合わせを行うことで，同モデルを基
礎づけることができた。
―181―
渕元　哲：比較経済社会学のための「人間モデル」の一試論
